
【既受験者向け】



検索☞ ＴＡＣ 建築施工 ブログ



「６割以上で合格」の配点内訳

どうやって解答文をつくってる？

合理化Ｒ４ 課題で多かった「ミス」

ＴＡＣの「デジタル添削」紹介

本日の内容



「６割以上で合格」の配点内訳



科目 出題タイプ 出題・配点想定 備
考

第１問 経験記述 工事概要・記述２問 ３問

工事概要2点
第1問20点
第2問10点

32点
第２問 仮設・安全 記述 ３問 各2つ記述

6ｘ2点=12点

第３問 工程管理 計算・記述 ６問 6ｘ2点=12点

第４問 躯体施工 施工上の留意事項：記述
語句選択：五肢択一

４問
８問 8ｘ2点=16点 隔

年

第５問 仕上施工 施工上の留意事項：記述
語句選択：五肢択一

４問
８問

各2つ記述
4ｘ(2点×2)=16点

隔
年

第６問 法規 語句選択 ６問 6ｘ2点=12点

合計 100点

配点内訳

記述６割
＋

その他６割



どうやって解答文つくってる？



建築工事の施工者は、発注者の要求等を把握し、施工技術力等を
駆使して品質管理を適確に行うことが求められる。
あなたが経験した建築工事のうち、要求された品質を満足させる

ため、品質計画に基づき品質管理を行った工事を１つ選び、工事概
要を具体的に記入した上で、次の１．及び２．の問いに答えなさい。
なお、建築工事とは、建築基準法に定める建築物に係る工事とし、

建築設備工事を除くものとする。

令和５年 第１問 問題文



１．工事概要であげた工事で、あなたが現場で重点的に品質管理を
行った事例を３つあげ、それぞれの事例について、次の①から③を
具体的に記述しなさい。

ただし、３つの事例の①は同じものでもよいが、②及び③はそれ
ぞれ異なる内容を記述するものとする。

①工種名又は作業名等
②施工に当たって設定した品質管理項目及びそれを設定した理由
③②の品質管理項目について実施した内容及びその確認方法又は
検査方法

令和５年 第１問 問題文



令和５年 第１問 問題文

２．工事概要であげた工事に係わらず、あなたの今日までの建築工
事の経験を踏まえて、次の①及び②を具体的に記述しなさい。

ただし、１．の③と同じ内容の記述は不可とする。

①品質管理を適確に行うための作業所における組織的な取組
②①の取組によって得られる良い効果



１．工事概要であげた工事で、あなたが現場で重点的に品質管理を行った事例を３つあげ、そ
れぞれの事例について、次の①から③を具体的に記述しなさい。
ただし、３つの事例の①は同じものでもよいが、②及び③はそれぞれ異なる内容を記述するも
のとする。

①工種名又は作業名等
②施工に当たって設定した品質管理項目及びそれを設定した理由
③②の品質管理項目について実施した内容及びその確認方法又は
検査方法

Ｒ５
設問

Ｈ23
解答

① 品質目標 屋上の適正な排水と防水性能

②

工種名 左官工事
重点管理項目 防水工事施工前の躯体勾配の確保

定めた理由 勾配計画不足により水たまりが屋上に存在する状態が
続くと、防水層の早期劣化・破損の原因となるため。

③ 実施した内容
最上階施工前にドレンの設置レベルから防水層の厚みを考
慮した勾配計画や機械基礎の配置計画を行い、打設後は雨
天時の水たまり状況をもとに勾配補修を行った。



Ｈ23
解答

① 品質目標 屋上の適正な排水と防水性能

②

工種名 左官工事
重点管理項目 防水工事施工前の躯体勾配の確保

定めた理由 勾配計画不足により水たまりが屋上に存在する状態が続く
と、防水層の早期劣化・破損の原因となるため。

③ 実施した内容
最上階施工前にドレンの設置レベルから防水層の厚みを考
慮した勾配計画や機械基礎の配置計画を行い、打設後は雨
天時の水たまり状況をもとに勾配補修を行った。

R５
解答

① 工種名又は作業名等 左官工事

②
品質管理項目 防水工事施工前の躯体勾配の確保

設定した理由 勾配計画不足により水たまりが屋上に存在する状態が続く
と、防水層の早期劣化・破損の原因となるため。

③
実施した内容
及び確認方法
又は検査方法

最上階施工前にドレンの設置レベル及び防水層の
厚みを考慮した勾配計画（1/100～1/50）とした。
打設後は、雨天時の水たまり状況を確認し補修を
行った。



◆ 語尾をきめる

◆ 自分のネタを書きだす

◆ 類似部分を、語尾に合わせる

◆ 持ちネタないところは、がんばる！←

解答文を書く手順



合理化Ｒ４
課題で多かった「ミス」



項 目 不 足

多かった「ミス」の内容



令和４年 第１問 問題文

建設業を取り巻く環境の変化は著しく、労働生産性の向上や担い
手の確保に対する取組は、建設現場において日々直面する課題とな
り、重要度が一層増している。
あなたが経験した建築工事のうち、要求された品質を確保したう

えで行った施工の合理化の中から、労働生産性の向上に繋がる現場
作業の軽減を図った工事を１つ選び、工事概要を具体的に記入した
うえで、次の１．及び２．の問いに答えなさい。
なお、建築工事とは、建築基準法に定める建築物に係る工事とし、

建築設備工事を除くものとする。



１．工事概要であげた工事において、あなたが実施した現場作業の
軽減の事例を３つあげ、次の①から③について具体的に記述しなさ
い。
ただし、３つの事例の②及び③はそれぞれ異なる内容を記述する

ものとする。

①工種名等
②現場作業の軽減のために実施した内容と軽減が必要となった
具体的な理由

③ ②を実施した際に低下が懸念された品質と品質を確保するた
めの施工上の留意事項

工種・仕様の変更

令和４年 第１問 問題文



【設問】
①工種名等
②現場作業の軽減のために実施した内容と軽減が必要となった具体的な理由
③ ②を実施した際に低下が懸念された品質と品質を確保するための施工上の留意事項

令和４年 第１問 解答例

① 工種名 躯体工事（ハト小屋）

② 実施した内容と
具体的な理由

躯体工事でハト小屋を作るのではなく既製品のユニッ
ト式ハト小屋を採用した。ハト小屋内部の型枠養生期
間と解体手間を無くし、次工程を早期に着手するため。

③ 懸念された品質と
施工上の留意事項

ハト小屋取付け部からの漏水を懸念。溶接固定後くさ
び材は取り除き、モルタル充填を行った後、水切り下
にはシーリングを施し漏水防止に留意した。

工種・仕様の変更



添 削 事 例



① 工種名 防水改修工事

② 実施した内容と
具体的な理由

バルコニー全面密着ウレタン防水から、側溝・巾
木ウレタン防水及び土間長尺工事に変更した。廊
下の通行止め期間の短縮を図るため。

③ 懸念された品質と
施工上の留意事項

長尺の浮きや継目・端部処理不良による浸水が懸
念された。長尺は接着剤硬化後に継目処理を行い、
また端部シールの施工もれがないよう留意した。





ＴＡＣ二次対策 講座紹介



二次対策
本科生

ビデオブース講座
札幌・仙台・水道橋・新宿・池袋・渋谷・八重洲
立川・町田・横浜・大宮・津田沼・名古屋・京都
梅田・なんば・神戸・広島・福岡

WEB通信

初回8/18 13:00～

講師 三浦＆松島 松島

平日8/19

全 14 回



使 用 教 材



デジタル添削 について

提出は、

返却は、

評価：合格圏
ボーダーライン
努力圏

 より良くするために
 て・に・を・は /接続詞 /語尾
 要件不足ヵ所「解答のヒント」
 再構成（文章の組み換え）

→修正ヵ所の具体案
 学習アドバイス

など…

添削課題



 「６割以上で合格」の配点内訳

→ 経験記述６割＋その他６割

 どうやって解答文をつくってる？

→ 語尾をきめる
自分のネタを書きだす
整理整頓（まとめる）

ま と め



 合理化課題（Ｒ４）で多かった「ミス」

→ 項目不足
問に答える解答とする

 ＴＡＣ二次対策講座紹介

→ 全14コマ、添削３回付
WEBでいつでも復習可



初受験者向け

オンライン 新 宿 校



体 験 入 学

初回講義（経験記述１・第３問対策）
◆新宿校 8/18（日）13：00～16：00（予約不要）

◆8/21（水）～ 全国のＴＡＣ校舎ﾌﾞｰｽにて視聴可能
（前日までに校舎に電話で予約。電話番号はホームページにて）

8/19（月）19：00～22：00（ 同上 ）



アンケートについて

ZOOM画面終了後にアンケート画面が立ち上がります。
ご回答いただくと、 ですぐに使える、
「ＴＡＣ入会金￥10,000免除コード」をお送りします。
是非アンケートにご協力ください。

本日はありがとうございました。
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